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人 口 調 べ
( 昭和49年12月1 日現在)
世帯　196, 436
男　308, 990
女　300, 522
計　609, 512
( 前月より3人減)

寒さにまけないよう
からだをきたえましょう

まず新年ラジオ体操で

冬はとかく家にこもりがち、コタツにかじり
ついてばかりいると、運動不足でおなかの脂
肪が気になってきます。こんな時にこそ、外
へ出てからだを動かすのが健康のもとです。
区でも、いろいろな催しを行なっています。
ぜひご参加ください。

■
新

年
ラ
ジ
オ
体
操
大
会

日
時
-
一
月
二
日
(
木
)

、
午
前
七

時
四
十
分
受
付
・
八
時
開
始

場
所
-
弘
道
第
一
小
学
校
…
弘
道
一

一
二
〇
-
八
(
雨
天
の
時
は
同
校

体
育
館
)

申
込
-
当
日
、
会
場
へ
直
接
お
い
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
-
中
村
照
子
宅
(
弘

道
二
-
三
-
五
、　
八
八
七
-
二

六
七
七
)
へ
ど
う
ぞ
。

■
区
民
ス
ケ
ー
ト

ス
ク
ー
ル

期
日
　
一
月
二
十
五
日
(
土
)
～
二

十
六
日
(
日
)

場
所
　
日
本
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
ト
場

参
加
費
　
三
、八
〇
〇
円
(
小
学
生

は
三
、
五
〇
〇
円
)

出
発
　
午
後
七
時
区
役
所
前

申
込
　
一
月
十
一
日
(
土
)
ま
で
に
、

ツ
バ
メ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
(
千
住
三
-

五
)
ほ
か
、定
員
は
一
一
〇
名

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
体
育
課

■
区
民
ス
キ
ー
大
会

日
時
-
昭
和
五
十
年
二
月
二
日
(
日
)

九
時
(
現
地
集
合
)

会
場
-
新
潟
県
小
出
ス
キ
ー
場

参
加
費
-
千
円

く
わ
し
く
は
、堀
内
信
冶
(
千
住

宮
元
町
一
五
-
九
　
八
八
二
-
七
七

八
九
)
方
へ

■
元
旦マ

ラ
ソ
ン
大
会

(
A
)
区
役
所
前
―
水
神
橋
往
復

(
B
)
区
役
所
前
-
環
七
往
復

区
役
所
前
午
前
十
時
集
合

十
時
十
分
ス
タ
ー
ト

資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

主
催
　
足
立
若
い
友
の
会

問
い
合
わ
せ
　
恩
田
達
男
(
　
八
八

八
-
一
三
九
四
)

参
加
方
法
　
一
月
一
日
現
地
集
合

補
正
予
算
議
決

一
般
会
計
四
一
一
億
円
に

去
る
十
一
月
二
十
九
日
に
闘
か
れ

た
第
四
回
定
例
区
議
会
で
、昭
和
四

十
九
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

(
二
号
)
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
(
一
号
)
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
三
六
億
四
、三
〇

二
万
円
か
補
正
さ
れ
、
補
正
前
の
額

と
合
わ
せ
る
と
四
一
一
億
二
、
六
六

六
万
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
八
億
九
、
六
八
九
万
円
が
補

正
さ
れ
、
合
計
額
か
六
九
億
四
、
六

二
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
内
容

こ
の
予
算
に
は
、各
租
の
福
祉
事

業
、第
七
出
張
所
移
転
、道
路
の
整

備
、
カ
ー
ド
レ
ー
ル
補
修
、
山
中
湖

林
間
学
園
建
設
、
青
年
館
増
築
な
ど

に
要
す
る
経
費
か
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
も
な
使
い
み
ち
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

▼
福

祉
お
と
し
よ
り
の
方
へ
は
無
料
入

浴
券
、
心
身
障
害
の
方
へ
の
福
祉

手
当
の
支
給
、
生
活
に
お
困
り
の

方
へ
の
生
盾
扶
助
、
教
育
扶
助
、

医
療
扶
助
な
ど
の
事
業
に
使
わ
れ

ま
す
。

▼
道
路
・
交
通
安
全

道
路
の
舗
装
・
拡
幅
、
い
た
ん

だ
道
路
の
補
修
、
側
溝
、
U
字
溝

の
新
設
・
改
良
な
ど
の
ほ
か
、
交

通
安
全
の
た
め
、
い
た
ん
だ
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
補
修
な
ど
に
使
わ
れ

ま
す
。

▼
山
中
湖
林
間
学
園

い
ま
ま
で
、
林
間
学
園
は
日
光

に
一
か
所
で
区
立
の
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
か
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た

め
、
山
中
湖
畔
に
も
う
一
つ
の
林

間
学
園
が
で

き
ま

す
。こ

の
学
園
は
、
鉄

筋
二
階
建
て
で
定
員

三
〇
〇
名
、
延
床
面

積
が
三
、
九
三
〇
平

方
㍍
、
敷
地
が
一
二
、

三
四
五
平
方
㍍
あ
り

ま
す
。

内
部
に
は
学
習
・

宿
泊
・
給
食
の
た
め

の
施
般
や
浴
場
・
事

務
室
な
ど
が
あ
り
ま

す
。来

年
の
夏
に
は
山

中
湖
畔
い
っ
ぱ
い
に
足
立
の
子
と
も

だ
ち
の
元
気
な
声
が
ひ
び
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

来年完成、山中湖林間学園

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方

に
家
事
援
助
者
を

派
遣
し
ま
す

心
身
障
害
者
を
か
か
え
て
い
る
世

帯
に
対
し
て
、
区
内
の
家
政
婦
紹
介

所
か
ら
家
事
援
助
者
を
派
遣
し
、
身

の
ま
わ
り
の
世
話
な
ど
を
し
ま
す
。

■
こ
の
お
世
話
を

受
け
ら
れ
る
世
帯
は

▼
重
度
の
精
薄
ま
た
は
二
級
以
上

の
身
体
障
害
を
有
し
、
日
常
生
活

上
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
方
の
い

る
世
帯

▼
中
度
以
上
の
精
薄
あ
る
い
は
二

級
以
上
の
身
体
障
害
を
有
す
る
方

ま
た
は
そ
の
方
を
介
護
す
る
家
族

の
一
時
的
疾
病
な
ど
に
よ
り
、
そ

の
世
帯
の
日
常
生
盾
が
著
し
く
妨

け
ら
れ
る
世
帯

※
次
の
方
は
、
派
遣
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん

福
祉
事
務
所
か
ら
家
庭
奉
仕
員

が
派
遣
さ
れ
て
い
る
方

■
サ
ー
ビ
ス
は
…
…

食
事
の
世
話
、
洗
濯
、
掃
除
、
身

の
ま
わ
り
の
お
世
話
な
ど

■
申
請
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す

印
か
ん

身
体
障
害
者
手
帳
(
ま
た
は
愛
の
手

帳
)

■
受
付
け
は

区
役
所
援
護
係
へ
。

福
祉
バ
ス
誕
生

区
で
は
、
心
身
障
害
者
(
児
)
の

福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
心
身
障
書

児
の
幼
児
教
室
へ
の
送
迎
や
心
身
障

害
者
(
児
)
の
団
体
等
が
行
事

を
開
催
し
た
と
き
の
送
迎
な
ど

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
、
〝福

祉
バ
ス
…
ひ
ま
わ
り
号
〟を
作

り
ま
し
た
。

こ
の
〝ひ
ま
わ
り
号
〟は
、

定
員
二
十
五
名
で
、
心
身
陣
害

者
(
児
)
の
方
が
車
イ
ス
で
直

接
乗
降
で
き
る
よ
う
フ
ル
オ
ー

ト
リ
フ
ト
装
置
か
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
全
に
し
か
も

安
心
し
て
乗
り
降
り
か
で
き
ま
す
。

ま
た
、
車
内
は
、
冷
暖
房
が
完
備

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
目
的
地
ま
で
安

全
で
快
適
に
乗
取
し
て
い
か
れ
る
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
豊
備
さ
れ
て

い
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
区
役
所
援
護
係
へ

お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

車イスの乗り降りも大丈夫

第七出張所が移転
1 月4 日から新事務所で

第
七
出
張
所

は
、建
物
が
古

く
ま
た
狭
い
た

め
、
み
な
さ
ん

に
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
い
ま

し
た
か
、
こ
の

た
び
、旧
成
和
僧
用
金
庫
本
木
支
店

(関
原
通
り
際
)
に
移
転
し
、
次
の

よ
う
に
業
務
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
出
張
所
に
は
集
会
室

が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

所
在
地
　
関
原
二
丁
目
三
五
-
二
四

事
務
開
始
　
昭
和
五
十
年
一
月
四
日

電
話
　
八
八
九
-
○
三
七
七
(
前
と

同
じ
)

集
会
室
(
洋
室
)…
一
一
三
・
八
平

方
メ
ー
ト
ル
　
建
物
の
二
階
部
分

※
集
会
室
の
利
用
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、直
接
出
張
所
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

新年から新出張所で

年
末
・
年
始

区
役
所
の
事
務
取
扱
い

窓
口
事
務

区
役
所
の
年
末
の
窓
口
事
務
は
二

十
八
日
で
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。
届

出
な
ど
は
お
早
め
に
。(
こ
の
日
は

土
曜
日
の
た
め
午
前
中
で
終
わ
り
ま

す
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
)

ま
た
、
新
年
は
四
日
か
ら
業
務
を

開
始
し
ま
す
。

休
日
診
療
所

区
で
は
、
足
立
区
医
師
会
の
協
力

で
休
日
診
療
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
年
末
・
年
始
の
取
扱
い
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
診
療
を
行
な
う
日

十
二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時
(
た
だ

し
正
午
～
一
時
は
昼
休
み
)

年
末
・
年
始
以
外
は
、
日
曜
・
祝

日
・
祝
日
が
日
曜
の
場
合
は
翌
日
(

振
替
休
日
)
に
も
診
療
し
ま
す
。

□
千
住
休
日
診
療
所
(
千
住
伸
町
一

五

足
立
区
医
師
会
館
五
階
)

□
綾
瀬
休
日
診
療
所
(
東
綾
瀬
一
丁

目
五
-
一
七

東
都
区
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
地
内
)

□
竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
塚
二
丁

目
二
五
-
二
一
　
教
育
セ
ン
タ

ー
一
階
東
側
)

問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
保
健
係
ま
た
は
足
立
区
医

師
会
館
(
　
八
七
〇
-
〇
四
六
一
)

公
益
質
屋
は

年
末
も営

業
し
ま
す

例
年
ど
お
り
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
営
業
し
ま
す
。

日
時

二
十
九
日
　
午
前
九
時
～
午
後
六
時

三
十
日
　
　
午
前
九
時
～
午
後
六
時

三
十
一
日
　
午
前
九
時
～
午
後
八
時

貸
付
金
額
　
一
世
帯
十
万
円
以
内

利

子
　
月
三
%

千住公益質屋
882- 3473

西新井公益質屋

880- 0077

センター・児童館・老人館だより

□
東
都
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
陶
芸
教
室
-
一
月
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
…
定
員
二
十
名
　
■
絵
画
教
室

-
一
月
十
八
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
…
定
員
三
十
名
　
■
新

春
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
集
い
-
一
月
十
二
日
(
日
)
午
後
二

時
　
■
新
年
子
ど
も
映
画
会
-
一
月
十
八
日
(
土
)
午
後
二
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　八八
九
-四
六
六
一

■
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
-
十
二
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
一
時
　
■

本
の
貸
し
出
し
-
十
二
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
一
時
　
■
子
ど

も
映
画
会
-
十
二
月
二
十
六
日
(
木
)
午
前
十
時
、午
後
一
時
三
十

分
　
■
老
人
将
棋
大
会
-
一
月
十
七
日
(
金
)
午
前
十
時
…
定
員
四

十
名
、
受
付
は
八
日
(
水
)
か
ら

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　八九
七
-五
〇
一
六

■
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
-
十
二
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時
　
■

書
初
め
大
会
-
一
月
七
日
(
火
)
午
前
十
時
　
■
新
年
子
ど
も
会

-
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時
　
■
老
人
茶
道
教
室
-
一
月
九
日
・
十

六
日
(
木
)
午
前
十
時
　
■
老
人
舞
踊
教
室
-
一
月
十
七
日
(
金
)

午
前
十
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
八
八
二
-二
七
六
五

■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
会
-
十
二
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
一
時
三

十
分
　
■
老
人
年
忘
れ
お
し
る
こ
会
-
十
二
月
二
十
六
日
(
木
)
午

後
二
時
　
■
子
ど
も
お
し
る
こ
会
-
十
二
月
二
十
六
日
(
木
)
午
後

三
時
三
十
分
　
■
老
人
舞
踊
教
室
-
一
月
八
日
(
水
)
午
前
十
時
三

十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
八
九
七
-
六
九
四
八

■
新
春
書
初
め
大
会
-
一
月
五
日
(
日
)
午
前
十
時
　
■
新
春
ゲ
ー

ム
大
会
-
一
月
十
一
日
(
土
)
午
後
三
時
　
■
子
ど
も
映
画
会
-
十

二
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
三
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
九
一
二
-
三
四
二
一

■
老
人
民
謡
教
室
-
十
二
月
二
十
七
日
(
金
)
午
後
一
時
　
■
老
人

舞
踊
練
習
-
十
二
月
二
十
五
日
(
水
)
午
前
十
時
　
■
新
年
子
ど
も

大
会
-
一
月
十
こ
日
(
日
)
午
後
一
時
　
■
書
初
め
大
会
-
一
月
十

日
(
金
)
午
前
十
時
　
■
新
年
カ
ル
タ
会
-
一
月
十
二
日
(
日
)
午

後
一
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
八
五
〇
-
八
八
〇
一

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
投
影
-
毎
週
木
曜
日
=
午
後
六
時
三
十
分

毎
週
土
曜
日
=
午
後
一
時
三
十
分
、午
後
三
時
、午
後
六
時
三
十
分

<
た
だ
し
、十
二
月
二
十
八
日
(
土
)
～
一
月
四
日
(
土
)
は
休
館

し
ま
す
>

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
八
五
〇
-
二
六
一
七

■
影
絵
劇
-
十
二
月
二
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
　
■
み
ん
な
で
う

た
お
う
-
十
二
月
二
十
六
日
(
木
)
午
後
三
時
　
■
子
ど
も
映
画
会

-
一
月
十
一
日
(
土
)
午
後
三
時
　
■
成
人
映
画
会
-
一
月
十
七
日

(
金
)
午
前
十
時
　
■
卓
球
指
導
-
一
月
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時

〔申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
施
般
の
事
務
室
へ
〕

お
わ
び

前
号
で
大
門
商
店
街
に
つ
い
て
、
好
ま
し
く
な
い

表
現
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
取
消
し
ま
す
。

な
お
、
大
門
商
店
街
で
は
、
今
年
七
月
か
ら
、
毎
月
第
一
・
第
三
木

曜
日
に
誰
れ
で
も
引
け
る
福
引
安
売
デ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■ 区役所( 教育委員会を含む) 882―1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

―
生
活
一
口
メ
モ
―

年
末
戦
線
を
計
画
的
に

諸
物
価
の
天
井
知
ら
ず
の
値
上
が

り
で
、
家
計
を
や
り
く
り
す
る
主
婦

の
方
は
大
変
で
し
ょ
う
。
米
、
し
ょ

う
油
、
砂
糖
な
ど
の
日
用
食
料
品
を

は
じ
め
、
灯
油
や
ガ
ス
な
ど
も
値
上

げ
に
な
り
今
年
は
例
年
に
ま
し
て
寒

い
冬
と
な
り
そ
う
で
す
。

こ
の
厳
し
い
ご
時
世
を
少
し
で
も

楽
に
と
は
誰
も
が
望
む
と
こ
ろ
。
そ

こ
で
今
回
は
、
暮
ら
し
に
多
少
で
も

役
立
つ
知
識
と
題
し
て
暮
ら
し
の
メ

モ
を
二
、
三
ご
紹
介
し
ま
す
。

効
率
の
よ
い

暖
房
を

灯
油
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
一
斉

値
上
げ
で
、
今
年
の
吸
房
費
は
昨
年

よ
り
四
十
%
～
五
十
%
も
割
増
し
に

な
り
そ
う
で
す
。

こ
の
暖
房
費
を
少
し
で
も
節
約
す

る
に
は
、
効
串
よ
く
暖
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、

電
気
ゴ
タ
ツ
の
下
に
古
毛
布
を
敷
い

た
り
、
一
定
の
室
温
に
連
し
た
ら
コ

マ
メ
に
暖
男
器
具
を
消
す
、
カ
ー
テ

ン
を
二
重
に
し
た
り
床
す
れ
す
れ
の

長
さ
に
す
る
と
効
果
的
で
す

。

食
料
品
は

計
画
的
に

暮
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
あ
ら
ゆ
る

食
品
が
値
上
が
り
し
て
き
ま
す
。
と

い
っ
て
買
い
だ
め
の
き
か
な
い
の
が

こ
の
商
品
の
悩
み
。
計
画
的
に
上
手

に
買
い
方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ね
ぎ
や
ご
ぼ
う
な
ど
は
、泥
の
つ

い
た
も
の
を
、芋
類
は
寒
い
場
所
に

置
く
と
か
な
り
長
も
ち
し
ま
す
。魚

肉
類
は
冷
凍
食
品
を
大
い
に
利
用
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。安
い

し
安
全
で
す
。ま
た
、ハ
厶
や
豆
腐

類
は
余
り
長
く
置
か
な
い
よ
う
に
ご

注
憲
く
だ
さ
い
。

睡
眠
や
休
息
を

十
分
に

暮
に
な
る
と
、
残
巣
や
忘
年
会
な

ど
で
、
と
か
く
生
酒
の
リ
ズ
ム
か
乱

れ
勝
ち
に
な
り
ま
す
。

睡
眠
不
足
、ス
ト
レ
ス
、食
欲
不

振
な
ど
で
身
体
の
具
合
が
思
わ
し
く

な
い
時
は
、
過
労
が
原
因
の
時
が
多

い
よ
う
で
す
。
睡
眠
と
栄
養
を
よ
く

と
る
こ
と
か
大
切
で
す
が
、
ち
ょ
っ

と
横
に
な
る
だ
け
で
も
か
な
り
疲
労

は
回
復
す
る
も
の
で
す
。

仕
事
の
合
間
に
一
、二
時
間
ゴ
ロ

寝
や
休
憩
を
と
る
こ
と
を
是
非
実
行

し
て
く
だ
さ
い
。

□
紙
門
松
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

資
源
愛
護
と
緑
の
保
護
に

足
立
区
新
生
活
運
動
推
進
委
員
会

と
町
会
連
合
会
で
は
、
「資
源
愛
護
」

や
「緑
の
保
護
」の
た
め
、新
年
の

門
松
の
か
わ
り
と
し
て

、
各
戸
に
紙

門
松
を
配
布
し
ま
す
。

「
お
正
月
の
風
情
が
な
い
」
と
い

う
よ
う
な
声
も
き
か
れ
ま
す
が
、
松

や
竹
も
貴
重
な
資
源
で
す
。
十
二
月

中
旬
か
ら
、
各
町
会
、
自
治
会
を
通

じ
て
紙
門
松
を
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

訂
正
と
お
わ
び

十
二
月
五
日

号
家
庭
ら
ん
の

年
賀
状
印
刷
代
を
次
の
よ
う
に
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

版
代
を
含
め
二
百
枚
の
印
刷
代
金

は
約
四
千
円
前
後
に
な
り
ま
す
。

足
立
の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
6
1
)

―
―
旧
梅
田
村
か
い
わ
い
　
そ
の
七
―
―

勝
山
準
四
郎

佐
竹
稲
荷
は
、眥
か
ら
「い
ぼ
い
な
ご
で
信

仰
さ
れ
て
い
る
。い
ば
で
悩
む
者
は
豆
偏
と
油
揚

げ
を
納
め
、自
分
も
そ
の
食
断
ち
を
す
る
と
不
思

幟
に
直
る
と
言
う
。そ
の
霊
験
か
ら
か
社
殿
は
小

さ
い
が
、奉
納
の
鳥
居
は
ぎ
っ
し
り
立
並
ん
で
い

る
。庶
民
と
の
つ
な
が
り
が
し
の
ぱ
れ
る
。三
谷

家
が
代
々
嘗
理
し
て
い
る
が
、同
家
に
は
今
も
古

い
幟
(
の
ぼ
り
)
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、寛
政
十

年
(
一
七
八
九
)
と
染
抜
い
た
も
の
や
、古
原
角

町
か
ら
奉
納
の
朱
染
の
名
入
幟
も
残
さ
れ
て
い

る
。今
年
の
初
午
に
こ
の
幟
も
立
っ
た
賑
や
か
な

様
子
が
、
本
区
の
四
季
を
彩
る
風
物
詩
と
し
て
、

区
の
記
餓
映
画
に
収
録
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
屋
敷
神
の
稲
荷
社
は
こ
う
し
て
残
っ

て
い
る
が
、本
元
の
屋
敷
そ
の
も
の
は
ど
う
も
は

っ
き
り
し
な
い
。風
土
記
稿
に
も
「佐
竹
他
郷
丸

抱
屋
敵
。日
光
道
の
西
に
あ
り
」と
だ
け
記
載
し
、

又
千
住
宿
に
残
る
古
図
な
ど
で
も
、佐
竹
屋
敷
と

し
て
樹
木
の
茂
み
を
示
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

も
っ
と
も
当
時
百
姓
町
人
が
大
名
屋
敷
の
中
な

ど
の
ぞ
け
る
筈
は
な
い
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
話

で
あ
る
。た
だ
構
え
堀
跡
と
思
わ
れ
る
水
路
が
、

今
も
残
っ
て
い
る
の
で
、そ
れ
か
ら
判
断
す
る
と

約
一
万
坪
位
の
規
模
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。ど
ん

な
建
物
が
あ
っ
た
か
な
ど
は
勿
論
不
明
で
あ
る
。

更
に
ど
う
し
で
佐
竹
俟
が
こ
こ
に
屋
敷
を
持
ち
何

に
使
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
。

徳
寿
丸
は
水
戸
か
ら
久
保
田
(
秋
田
)
に
移
封

さ
れ
た
義
宜
の
通
称
で
あ
る
。元
来
佐
竹
家
は
、

常
陸
介
源
義
光
(
新
羅
三
郎
)
の
子
孫
で
、代
々

常
陸
岡
を
本
拠
と
す
る
豪
族
で
、
義
宣
の
時
に
常

峻
太
田
か
ら
水
戸
城
に
移
っ
た
大
々
名
で
あ
る
。

俗
に
佐
竹
八
十
万
石
(
実
は
五
十
四
万
石
)
と

称
さ
れ
た
名
家
で
あ
る
が
、義
宣
が
関
ヶ
原
戦
に

去
就
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
の
で
、戦
後
二
年

目
の
慶
長
七
年
五
月
突
如
国
替
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

そ
し
て
所
領
か
ら
三
十
四
万
石
を
減
ぜ
ら
れ
て

二
十
万
石
を
以
っ
て
秋
田
に
移
さ
れ
た
の
が
義
宣

で
、恕
劇
の
武
将
で
あ
っ
た
。し
か
し
同
家
は
そ

れ
か
ら
幕
末
ま
で
他
へ
は
転
じ
な
か
っ
た
。こ
ん

な
事
情
を
考
え
る
と
、あ
る
い
は
幕
府
は
厳
罰
後

の
一
つ
の
な
ぐ
さ
め
と
し
て
こ
の
屋
敷
を
義
宣
に

下
賜
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
梅
田
村
の
位
置
か
ら
み
て
、
こ
の
屋
敷
は

参
勤
交
代
の
折
の
休
憩
所
に
使
わ
れ
た
り
、
下
谷

七
軒
町
(
三
味
線
堀
)
の
上
屋
敷
か
ら
の
距
離
を

考
え
る
と
、
四
季
折
々
の
散
策
用
だ
っ
た
か
と
も

想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

余
談
な
が
ら
佐
竹
候
は
花
畑
町
大
鷲
神
社
と
も

縁
因
が
深
い
。同
社
が
道
祖
義
光
と
関
連
す
る
神

社
だ
っ
た
か
ら
、歴
代
雇
主
も
深
く
崇
敬
し
、社

殿
建
立
に
迄
多
大
の
助
力
を
し
て
い
る
。現
社
殿

に
も
同
家
の
「
月
に
軍
扇
」
の
家
紋
が
屋
根
瓦
に

ま
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

日
光
道
中
を
往
来
し
た
敵
多
い
諸
大
名
中
、こ

う
し
て
佐
竹
俟
だ
け
か
足
立
と
縁
が
あ
っ
た
の
も

不
思
議
な
は
な
し
で
あ
る
。

道
を
旧
道
に
返
し
、
ま
た
北
上
す
る
と
バ
ス
通

り
と
一
処
に
な
る
。
こ
の
バ
ス
通
り
が
、
国
道
ま

で
は
旧
東
武
鉄
道
線
路
跡
の
変
身
で
あ
る
。

(つ
づ
く
)

旧東武線路と日光道中

健
や
か
な
子
ど
も
に

年
末
年
始
の
家
事
指
導

町
に
は
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
メ
ロ
デ
ィ

が
流
れ
、に
ぎ
や
か
な
中
に
も
何
と
な

く
あ
わ
た
だ
し
い
歳
末
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、ク
リ
ス
マ

ス
、冬
休
み
、正
月
と
楽
し
み
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
時
期
に
は
、

家
庭
で
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
く
ば
っ
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

手
づ
く
り
の
も
の
を

ク
リ
ス
マ
ス
、
誕
生
日
、
お
年
玉
な

ど
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
が
多
い
機
会
で
す
。

子
ど
も
た
ら
ど
う
し
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
交
換
は
、高
い
お
金
を
出
し
て
買
物

を
す
る
よ
り
も
、質
素
で
も
長
い
時
間

か
け
た
手
づ
く
り
の
も
の
に
し
ま
し
ょ

う
。そ
し
て
材
料
費
や
材
料
、そ
れ
を

作
っ
た
助
機
、苦
心
談
な
ど
か
そ
の
品

物
に
そ
え
ら
れ
て
い
た
ら
、い
っ
そ
う

心
暖
ま
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

☆
こ
ず
か
い
帳
を
つ
け
さ
せ
よ
う

子
ど
も
が
一
番
お
金
持
ち
に
な
る
の

も
こ
の
時
期
で
す
。せ
っ
か
く
子
ど
も

が
い
た
だ
い
た
も
の
な
ら
、使
い
道
は

子
ど
も
の
考
え
を
尊
重
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。た
だ
し
、親
に
見
せ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
ず
か
い
帳
を
き
ち

ん
と
つ
け
さ
せ
、自
分
の
使
い
方
に
責

任
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
家
の
手
伝
い
を
さ
せ
よ
う

各
家
庭
で
は
一
年
の
大
掃
除
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

家
族
が
分
担
し
て
掃
除
を
し
た
り
、

か
た
ず
け
を
す
れ
ば
、思
わ
ぬ
一
家
団

ら
ん
の
ひ
と
時
を
す
ご
せ
ま
す
。

最
近
の
子
ど
も
は
、ほ
う
き
の
持
ち

方
も
知
ら
な
い
…
な
ど
と
い
わ
れ
た
ら

は
ず
か
し
い
で
す
ね
。

☆
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
に
目
を
か
け
よ
う

自
分
の
子
ど
も
さ
え
よ
け
れ
ば
と
い

っ
た
考
え
は
、
実
は
自
分
の
子
を
悪
く

す
る
こ
と
に
通
じ
ま
す
。

よ
そ
の
子
で
も
、好
ま
し
も
な
い
行

動
が
あ
れ
ば
、た
め
ら
わ
ず
注
意
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、手
に
負
え
な
い
こ
と

は
関
係
の
所
へ
連
絡
し
、早
目
に
悪
の

芽
を
つ
み
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

新春の空に

たこをあげよう! !

新
し
い
年
を
む

か
え
、子
ど
も
た

ち
の
ゆ
た
か
な
夢

と
希
望
を
は
ぐ
く

む
た
め
、
「新
年
子

ど
も
た
こ
あ
げ
大

会
」を
次
の
と
お

り
お
こ
な
い
ま

す
。冬
休
み
を
利

用
し
て
、自
分
の

創
意
と
工
夫
を
い

か
し
た
「
た
こ
」

を
作
り
、
大
空
い
っ
ぱ
い
に
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
昭
和
五
十
年
一
月
十
九
日
(
日
)

午
後
一
時
(
雨
天
の
場
合
は
一
月
二

十
六
日
)

場
所
　
区
営
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

参
加
対
象
　
区
内
少
年
団
体
子
ど
も
会

会
員

大
会
内
容
　
(
1
)
個
人
競
技
　
た
こ
の
形

・
デ
ザ
イ
ン
等
に
工
夫
を
こ
ら
し
た

も
の
を
自
分
で
作
り
、
審
査
を
受
け

る
。
た
こ
の
大
き
さ
は
、
た
て
、
よ

こ
各
七
十
セ
ン
チ
以
内
と
す
る
。

(
2
)
ブ
ロ
ッ
ク
競
技
　
各
地
少
協
の
代

表
選
手
に
よ
り
、
飛
し
ょ
う
に
つ
い

て
の
競
技
を
行
な
う
。

(
3
)
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
「日
本
の
凧

の
会
」に
よ
る
、日
本
お
よ
び
世
界

各
地
の
た
こ
の
飛
し
ょ
う
実
演
を
行

な
う
。

※
個
人
競
技
申
込
み
に
つ
い
て
は
、自

作
の
た
こ
を
も
ち
。一
月
十
六
日

(
木
)
午
後
五
時
ま
で
に
区
教
育
委

員
会
青
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

な
お
、
大
会
当
日
は
、
参
加
者
先
着

三
千
名
に
角
た
こ
「
足
立
怪
人
」
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
4
4
)

狭
山
差
別
裁
判
②

一
九
六
三
年
五
月
一
日
、
埼
玉
県

狭
山
市
で
お
き
だ
女
子
高
校
生
誘
か

い
殺
害
事
件
で
、
身
代
金
を
取
り
に

き
た
犯
人
を
、
四
十
名
も
の
警
察
が

取
り
逃
し
て
し
ま
う
と
い
う
失
態
を

演
じ
ま
し
た
。

同
年
三
月
の
「吉
展
ち
ゃ
ん
」事

件
の
時
も
や
は
り
犯
人
を
取
り
逃
が

し
、
打
ち
続
く
失
熊
に
審
察
は
は
け

し
い
世
論
の
非
難
を
あ
ぴ
ま
し
た
。

「
顔
見
知
犯
」
と
し
て
開
始
さ
れ

た
捜
査
は
地
元
か
ら
の
協
力
も
得
ら

れ
ず
、
有
力
な
容
疑
者
で
あ
っ
た
被

書
者
中
田
家
の
元
作
男
が
自
殺
す
る

な
ど
、
ゆ
き
ず
ま
り
、
「
何
と
し
て

も
犯
人
を
生
き
た
ま
ま
つ
か
ま
え

る
」と
し
て
、周
辺
の
被
差
別
部
落

に
対
し
、徹
底
し
た
見
込
捜
査
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
無
実
の
部
落
青
年
石
川

一
雄
さ
ん
が
何
の
証
拠
も
な
い
の

に
、別
件
逮
捕
さ
れ
拷
問
に
か
け
ら

れ
て
、つ
い
に
嘘
の
「自
白
」を
さ

せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。当
然
警

祭
の
提
出
し
た
証
拠
は
デ
タ
ラ
メ

で
、被
害
者
の
遺
失
物
で
あ
る
時
計

は
、
新
聞
に
品
ぶ
れ
さ
れ

た
番
号
(

本
当
の
被
害
者
の
も
の
)
と
証
拠

と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
は
全
然

ち
が
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
石
川
さ
ん
は
一

審
「死
刑
」二
審
「無
期
懲
役
」を

宣
告
さ
れ
た
の
で
す

。

部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
五
〇
-
七
七
六
九

綾
瀬
新
橋
を

か
さ
上
げ
工
事

綾
瀬
川
に
架
設
さ
れ
て
い
る
綾
瀬
斬

橋
(
青
井
三
丁
目
～
綾
瀬
四
丁
目
地
先

の
通
称
大
谷
田
通
り
)
は
、地
盤
沈
下

な
ど
で
大
潮
の
時
期
な
ど
橋
桁
か
河
水

に
浸
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。そ
こ
で

こ
の
よ
う
な
状
態
を
解
消
す
る
た
め
、

橋
の
か
さ
上
げ
工
事
を
行
な
い
ま
す
。

工
事
の
内
容
-
橋
桁
の
押
上
げ
、欄
干

・
橋
の
取
り
合
わ
せ
お
よ
び
橋
面
の

舗
装
、
橋
の
楠
強

工
事
期
間
-
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
上

旬
～
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日

※
な
お
、橋
桁
の
押
上
げ
工
事
は
昭
和

五
十
年
一
月
中
旬
～
下
旬
の
予
定
で

す
。
綾
瀬
川
は
潮
流
の
彫
響
が
あ
る
の

で
、
大
潮
時
期
の
干
潮
の
時
間
帯
し
か

作
業
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
そ
の

期
間
中
五
日
間
は
、
自
動
車
の
全
面
通

行
止
を
し
ま
す
。(
歩
行
者
、
自
転
車

は
通
行
可
能
)

工
事
期
間
中
は
、
現
場
付
近
の
皆
さ

ん
に
は
ご
不
便
、
ご
迷
感
を
お
か
け
し

ま
す
か
、
万
全
の
安
全
態
勢
で
工
事
を

行
な
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、都
第
六
建
設
事
務

所
補
修
課
　
八
八
二
-
一
一
五
一
へ
。

掲
示
板

■
就
学
相
談

手
続
は
お
済
み
で
す
か

来
年
四
月
、
小
学
校
へ
入
学
予
定

の
児
童
を
も
つ
保
護
者
の
方
で
、
次

に
該
当
す
る
場
合
は
「
就
学
相
談
票
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
、
至
急
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
児
-
眼
、耳
、こ
と
ば
、か

ら
だ
(
手
足
な
ど
)
、そ
し
て
脳

や
情
緒
に
障
害
の
あ
る
子

問
い
合
わ
せ
先
-
区
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談
窒
(
竹
の
塚
二
丁
目
二

五
-
二
一
　
八
五
〇
-
八
八
〇
一
)

■
新
入
学
児
童
へ

就
学
通
知

昭
和
五
十
年
四
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
お
子
さ
ん
の
就
学
通
知
は

昭
和
五
十
年
一
月
八
日
に
発
送
し
ま
す
。

通
知
書
の
中
に
は
、ジ
フ
テ
リ
ヤ
・

種
痘
の
通
知
も
同
封
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

来
年
入
学
す
る
お
子
さ
ん
は
昭
和

四
十
三
年
四
月
二
日
～
昭
和
四
十
四

年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。こ

の
名
簿
は
十
二
月
十
九
日
か
ら
二
I

十
五
日
ま
で
を
縦
覧
期
間
と
し
て
、

区
役
所
の
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
の

で
御
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、中
学
校
へ
の
新
入
学
通
知

雀
は
、
在
籍
小
学
校
を
通
じ
て
、
昭

和
五
十
年
一
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
は
、
区
教
育
委
員
会

学
事
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
年
末
年
始
の

清
掃
作
業

区
内
の
済
掃
作
業
は
、
年
末
は
十

二
月
三
十
日
で
終
了
し
、
年
始
は
一

月
六
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

く
わ
し
い
日
割
は
、
後
ほ
ど
「
清

掃
の
お
知
ら
せ
」
で
み
な
さ
ん
に
お

つ
た
え
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、清
掃
事
務
所
へ

足
立
西
清
掃
事
務
所
　
八
五
三
-
二
一

四
一
　
足
立
東
清
掃
事
務
所
　
八

八
九
-
〇
七
一
一

■
土
盛
資
金
を
貸
付

道
路
整
備
や
地
盤
沈
下
な
ど
で
お

住
ま
い
の
家
屋
が
、
降
雨
時
に
浸
水

す
る
な
ど
お
困
り
の
方
へ
、
防
除
資

金
の
一
部
を
お
賃
し
し
ま
す
。

今
年
度
も
す
で
に
十
五
件
、
総
額

七
百
万
円
の
ご
利
用
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
資
金
に
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
-
区
役
所
環
境
課
庶

務
係

■
調
査
に
ご
協
力
を

<
工
業
統
計
調
査
>

通
産
省
で
は
、毎
年
十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
、製
造
業
に
属
す
る
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
飼
査
の
結
果

は
、
企
業
・
各
種
団
体
・
官
公
庁
な

ど
で
、
資
料
と
し
て
広
範
囲
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
区
で
も
、
今
月
下
旬
か
ら
調
査

を
始
め
ま
す
。
製
造
業
を
経
営
さ
れ

て
い
る
方
の
と
こ
ろ
へ
調
査
員
が
お

う
か
が
い
し
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に

は
、
ど
う
ぞ
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

<
建
設
工
事
施
工
統
計
調
査
>

建
設
省
で
は
、毎
年
十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
、全
国
の
建
設
業
者
の

方
を
対
象
に
、建
設
工
事
施
工
統
計

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、我
国
に
お
け
る
建

設
業
を
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め
の

た
い
へ
ん
重
要
な
調
査
で
す
。

当
区
で
も
、
今
月
中
旬
に
区
内
の

建
設
業
者
の
方
に
調
査
票
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
愛
の
献
血
を

十
二
月
の
献
血
日
程

二
十
四
日
(
火
)
第
十
二
出
張
所

二
十
五
日
(
水
)
第
二
庁
舎

二
十
七
日
(
金
)
本
木
小
学
校

二
十
八
日
(
土
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
午
前
十
時
～
午
後
三
時
(

た
だ
し
、
午
前
十
一
時
三
十
分
～

午
後
〇
時
三
十
分
は
休
憩
時
間
)

※
な
お
、1
2月
2
0日
予
定
の
東
部
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
献
血
は
都
合
に
よ
り

中
止
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

に
ご
参
加
を

働
く
青
少
年
を
対
象
に
、
交
歓
会
(

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
)
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
を
。

日
時
-
十
二
月
二
十
一
日
(
土
)
午

後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所
-
足
立
勤
労
福
祉
会
館
(
足
立

体
育
館
の
と
な
り
)

申
込
資
格
-
中
〓
〓

青
少
年

申
込
み
-
十
二
月
二
十
日
ま
で
に

電
話
ま
た
は
直
接
会
館
へ

参
加
費
用
-
無
料
(
な
お
、先
着
百

五
十
名
の
方
に
軽
食
を
差
し
上
げ

ま
す
)

。

問
い
合
わ
せ
先
-
足
立
勤
労
福
祉
会

館
、足
立
区
中
央
本
町
一
-
一
七
-

一
　
八
四
〇
-
二
五
二
五
～
七

■
区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
タ
ベ

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。(
無
料
)

日
時
-
十
二
月
二
十
六
日
(
木
)
午

後
六
時
三
十
分

会
場
-
千
寿
第
三
小
学
校

問
い
合
わ
せ
先
-
足
立
区
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
連
盟
　
八
八
一
-
九
〇
六

五
■
押
売
り
に
ご
注
意

最
近
、区
役
所
や
消
防
署
の
職
員

と
称
し
て
、
〝消
火
器
〟を
売
り
歩

く
者
が
い
ま
す
が
、区
役
所
や
消
防

署
で
は
一
切
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
行

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

内
容
-
簡
単
な
筆
記
事
務

募
集
人
員
-
約
十
五
名

期
間
-
昭
和
五
十
年
一
月
か
ら
三
か

月
程
度

そ
の
他
-
性
別
は
不
問
、
畔
細
は
左

記
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
を
。

申
込
場
所
-
足
立
都
税
事
務
所
庶
務

課
(
千
住
一
-
七
二
　
八
八
二
-
二
一
一
一

)

■
職
業
訓
練
生
募
集

機
械
、
電
気
、
建
築
な
ど
各
一

技

術
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
訓
練
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間
-
昭
和
五
十
年
一
月
八
日
～
一

月
二
十
四
日

選
考
日
-
昭
和
五
十
年
二
月
二
十
七

日
(
木
)

申
込
み
-
訓
練
校
ま
た
は
公
共
職
業

安
定
所
へ

授
業
科
-
無
料

く
わ
し
く
は
次
の
職
業
訓
練
校
へ

足
立
訓
練
校
　
六
〇
五
-
六
一
四
六

亀
戸
訓
練
校
　
六
八
三
-
○
三
四
一

王
子
訓
練
校
　
九
二
二
-
三
五
七
一

赤
羽
訓
練
校
　
九
〇
九
-
八
三
三
三

江
戸
川
訓
練
校
　
六
五
三
-
一
二
二
一

■ 12月16日から京成千住大橋駅に急行が停まります　■ 固定資産税・都市計画税の第3期分の納期限は、12月27日です T. TN.


